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 要  旨 
近年，デジタルカメラの普及により，撮影される画像データの量が増大しており，人手に頼らな
い意味付け(アノテーション) へのニーズが高まってきている．画像からのオブジェクト認識は，
計算機によるアノテーションの第一ステップとして非常に重要であり，近年盛んに研究されてい
る．オブジェクト認識においては，人がモデルを教示して，それを含む画像を探す，ことがよく
あるが，より大規模な画像データを取り扱うには，教示なしにアノテーションできるのが望まし
い． 
一方，予めモデルを教示せずに意味のあるパターンを発見するアプローチとしてデータマイニン
グというものがある．データマイニングは使用するデータ構造の違いにより，頻出アイテムセッ
トマイニング，ツリーマイニング，グラフマイニングなどがある．このうち，グラフマイニング
とは，大量のグラフ構造データの中から頻出する部分グラフを意味のあるパターンとみなして，
抽出する手法である． 
グラフ表現はデータ間の空間的な構造を枝によって表現できるという利点があるので，画像に対
してグラフ表現を用いた研究は数多くなされてきた．しかし，一方で，グラフマイニングの画像
への適用は，これまでにほとんどなされていない． 
そこで本研究では，グラフマイニングアルゴリズムを用いた動画像解析を試みる．とくに本論文
では，監視カメラから得られるような「背景のみのフレームが存在しその結果，背景を含むフレ
ーム数が，前景を含むフレーム数よりも多い」動画を対象とする． 
このような動画像に対し，各フレームを領域隣接グラフとして表現し，背景を多頻度グラフマイ
ニングにより頻出する部分グラフとして抽出し，動画像から背景除去する手法を提案する．グラ
フマイニングアルゴリズムとしては SUBDUE を用いる． 
提案手法の特徴として，データ構造として領域隣接グラフを用いているので，画素単位の背景除
去手法では対応困難なカメラの平行移動に対しても，領域間の位置関係が変化しない限りは背景
除去できることが挙げられる．さらに提案手法では背景の一部が前景と重なって背景の部分グラ
フのみ存在する場合でも背景除去することが可能である． 
 
